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テ
ニ
ア
ン
の
死
闘 

長
野
県 

 

倉 

田 

寿
命
雄 

 
 

 

私
は
、
男
ば
か
り
の
兄
弟
八
人
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
が
、
兄
が
病
身
に
て
早
く
亡
く
な
り
、
私
が
下
の

弟
六
人
の
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当

時
は
戦
時
体
制
下
で
、
生
め
よ
殖
や
せ
よ
と
言
う
国
策
の

下
、
ど
こ
の
家
で
も
八
人
あ
る
い
は
十
人
兄
弟
も
珍
し
く

な
か
っ
た
の
で
す
。
会
地
尋
常
小
学
校
に
入
学
し
、
続
い

て
中
学
校
に
入
学
し
た
の
で
し
た
が
、
父
親
に
進
め
ら
れ

て
飯
田
市
に
あ
る
加
納
商
店
の
衣
料
品
の
外
交
販
売
に
従

事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
八
月
、
徴
兵
検
査
を
受
け
、

男
子
の
本
懐
、
甲
種
合
格
と
な
り
、
入
隊
通
知
の
来
る
ま

で
加
納
商
店
の
仕
事
に
従
事
し
、
昭
和
十
五
年
一
月
十
日
、

松
本
歩
兵
第
五
十
連
隊
に
入
隊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

大
勢
の
村
の
方
々
の
見
送
り
を
受
け
て
松
本
歩
兵
第
五

十
連
隊
第
九
中
隊
に
入
隊
、
約
六
カ
月
間
の
初
年
兵
の
一

期
検
閲
を
終
了
す
る
ま
で
、
毎
日
演
習
で
山
野
を
駆
け
回

っ
て
い
ま
し
た
。 

九
月
に
な
っ
て
愛
知
県
、
岐
阜
県
か
ら
の
初
年
兵
が
入

隊
し
て
来
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
初
年
兵
教
育
に
従
事

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
時
の
初
年
兵
教
育
は
、
戦
局
が
慌
た
だ
し
く
な
っ

た
た
め
に
、
僅
か
三
カ
月
で
終
了
、
我
々
の
部
隊
は
満
州

に
行
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
松
本
連
隊
を
出
発
、
下
関

港
よ
り
釜
山
に
上
陸
、
こ
こ
よ
り
列
車
に
て
満
州
の
遼
陽

南 

方
（
南
洋
諸
島
）

 

411 

に
向
っ
て
北
上
し
て
現
地
に
到
着
し
ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
ま
だ
兵
舎
が
完
備
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ

ま
で
八
路
軍
の
兵
舎
に
入
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
松
本
歩
兵
第
五
十
連
隊
は
雷
第
三
二
一
五
部
隊
と
称
さ

れ
て
南
方
軍
と
し
て
第
八
方
面
軍
第
三
十
五
軍
第
二
十
九

師
団
の
隷
下
と
な
っ
て
、
満
州
か
ら
テ
ニ
ア
ン
に
転
進
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

第
二
十
九
師
団
は
、
我
々
歩
兵
第
五
十
連
隊
の
ほ
か
に
、

豊
橋
の
歩
兵
第
十
八
連
隊
、
奈
良
の
歩
兵
第
三
十
八
連
隊

及
び
直
轄
部
隊
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
歩
兵
と

こ
れ
ら
の
部
隊
は
グ
ア
ム
島
に
進
出
し
、
歩
兵
第
一
三
五

連
隊
の
一
部
の
み
が
テ
ニ
ア
ン
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
し
た
。 

そ
し
て
昭
和
十
九
年
二
月
、
鞍
山
か
ら
テ
ニ
ア
ン
に
転

進
し
た
本
隊
は
、
そ
の
輸
送
船
が
途
中
で
米
潜
水
艦
の
攻

撃
を
受
け
大
き
な
損
害
を
受
け
た
の
で
し
た
。 

テ
ニ
ア
ン
島
は
起
伏
が
少
な
い
平
坦
な
島
で
、
軍
事
上

の
要
衝
と
目
さ
れ
、
四
つ
の
日
本
軍
の
飛
行
場
が
あ
り
ま

し
た
。
当
時
日
本
の
陸
海
軍
約
八
千
百
人
、
邦
人
約
一
万

三
千
人
、
そ
れ
に
約
二
千
七
百
人
の
朝
鮮
人
が
い
ま
し
た
。

彼
ら
は
米
軍
の
上
陸
前
か
ら
軍
に
協
力
し
て
飛
行
場
建
設

な
ど
に
従
事
し
て
い
た
の
で
す
。
同
島
で
砂
糖
な
ど
生
産

し
て
い
た
南
洋
興
発
の
技
術
で
あ
っ
た
中
島
文
彦
氏
は
、

当
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

｢

も
は
や
昼
も
な
け
れ
ば
夜
も
な
か
っ
た
。
男
も
女
も
な

か
っ
た
。
老
も
若
き
も
な
か
っ
た
の
だ
。
ま
た
軍
も
官
も

民
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
刻
も
争
っ
て
基
地
を
完
了

し
、
軍
需
品
並
に
糧
秣
の
増
産
を
は
か
り
、
敗
勢
を
挽
回

し
て
攻
撃
に
転
ず
る
よ
う
、
お
よ
そ
働
け
る
者
は
皆
、
あ

ら
ん
限
り
の
力
を
振
り
し
ぼ
っ
て
働
い
た｣

。 

米
軍
は
上
陸
制
圧
後
、
こ
こ
を
基
地
と
し
て
Ｂ
29

爆
撃

機
が
日
本
本
土
爆
撃
の
た
め
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
Ｂ
29

が

広
島
、
長
崎
に
原
爆
を
投
下
し
た
の
で
す
。 

そ
の
前
の
昭
和
十
九
年
二
月
二
十
三
日
、
米
軍
の
マ
リ

ア
ナ
空
襲
に
よ
っ
て
、
テ
ニ
ア
ン
島
の
我
が
軍
の
飛
行
機

九
十
三
機
が
爆
破
さ
れ
、
我
が
軍
は
大
損
害
を
被
っ
た
の

で
し
た
。
同
年
五
月
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
戦
力
を
回
復

し
た
も
の
の
、
ビ
ア
ク
島
に
米
軍
が
上
陸
し
た
た
め
、
ビ

ア
ク
島
へ
の
攻
撃
に
戦
力
を
割
か
れ
て
い
ま
し
た
。 
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六
月
十
一
日
正
午
過
ぎ
、
一
哨
戒
機
が
「
米
機
動
部
隊

発
見
」
を
報
じ
た
後
、
消
息
を
断
ち
ま
し
た
。
そ
の
お
よ

そ
一
時
間
後
、
米
軍
は
、
今
度
は
上
陸
作
戦
の
た
め
の
空

襲
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
攻
撃
は
熾
烈
で
し
た
。
十

五
日
に
サ
イ
パ
ン
に
上
陸
し
、
増
援
部
隊
の
派
遣
は
こ
と

ご
と
く
失
敗
に
終
わ
り
、
テ
ニ
ア
ン
島
は
米
軍
の
艦
砲
射

撃
と
空
襲
に
さ
ら
さ
れ
、
さ
ら
に
サ
イ
パ
ン
水
道
を
挟
ん

だ
五
キ
ロ
対
岸
の
ア
ギ
ー
ガ
ン
岬
か
ら
も
砲
撃
を
受
け
ま

し
た
。 

米
軍
は
執
拗
に
テ
ニ
ア
ン
島
を
砲
撃
し
、
同
島
の
中
東

部
の
テ
ニ
ア
ン
町
（
ソ
ン
ソ
ン
）
は
灰
燼
に
帰
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
米
軍
の
砲
、
爆
撃
に
よ
っ
て
テ
ニ
ア
ン
島
の

航
空
機
は
こ
と
ご
と
く
、
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

角
田
司
令
長
官
に
は
も
は
や
指
揮
す
る
航
空
機
も
な
く
、

潜
水
艦
で
脱
出
す
る
に
も
海
上
は
米
軍
に
よ
っ
て
封
鎖
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
陸
戦
の
指
揮
は
歩
兵
第
五
十
連
隊
の
緒

方
敬
志
連
隊
長
に
委
ね
ら
れ
、
緒
方
連
隊
長
は
米
軍
の
上

陸
地
点
は
西
海
岸
の
テ
ニ
ア
ン
湾
正
面
か
東
海
岸
の
ア
シ

ー
ガ
湾
と
考
え
、
テ
ニ
ア
ン
島
を
三
地
区
に
分
け
、
ア
シ

ー
ガ
湾
を
含
む
北
地
区
に
は
歩
兵
第
五
十
連
隊
第
二
大
隊

を
、
北
西
海
岸
を
含
む
西
地
区
に
は
第
一
大
隊
の
一
個
中

隊
を
、
ラ
ソ
ー
山
以
南
地
区
に
は
第
三
大
隊
を
そ
れ
ぞ
れ

配
置
し
、
連
隊
本
部
を
日
の
出
神
社
に
置
き
ま
し
た
。 

さ
ら
に
連
隊
の
第
一
大
隊
及
び
砲
兵
大
隊
を
ラ
ソ
ー
山

に
、
歩
兵
第
一
三
五
連
隊
第
一
大
隊
、
歩
兵
第
十
八
連
隊

戦
車
中
隊
を
マ
ル
ポ
付
近
に
配
置
し
、
島
の
ど
こ
に
米
軍

が
上
陸
し
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
布
陣
し
て
い
ま
し
た
。 

七
月
二
十
四
日
、
テ
ニ
ア
ン
湾
に
米
第
二
海
兵
師
団
を

乗
せ
た
上
陸
用
舟
艇
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。
日
本
軍
は
歩

兵
第
十
八
連
隊
、
戦
車
中
隊
な
ど
予
備
軍
と
し
て
い
た
部

隊
を
増
援
に
向
わ
せ
迎
撃
準
備
を
整
え
ま
し
た
。 

米
軍
は
午
前
六
時
過
ぎ
か
ら
二
度
に
わ
た
っ
て
海
岸
上

陸
を
目
指
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
都
度
日
本
軍
の
攻
撃
に

阻
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
軍
将
兵
や
邦
人
た
ち
に
は
米
軍
が

撃
退
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
た
の
で
し
た
が
、
こ
の
間
第
一

飛
行
場
近
く
の
北
西
海
岸
に
は
米
軍
の
第
四
海
兵
師
団
が

殺
到
し
て
い
た
の
で
す
。
テ
ニ
ア
ン
湾
へ
の
上
陸
企
図
は

米
軍
の
陽
動
作
戦
だ
っ
た
の
で
す
。 
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米
軍
の
激
し
い
砲
撃
に
よ
っ
て
正
午
ご
ろ
ま
で
に
北
西

海
岸
の
地
形
は
一
変
し
、
陸
軍
の
一
個
中
隊
と
海
軍
の
航

空
隊
員
で
編
成
さ
れ
た
、
わ
ず
か
の
守
備
隊
も
、
こ
の
奇

襲
に
よ
っ
て
壊
滅
し
ま
し
た
。
日
没
ま
で
に
は
米
軍
師
団

の
ほ
と
ん
ど
が
上
陸
し
て
幅
八
百
メ
ー
ト
ル
、
縦
千
六
百

メ
ー
ト
ル
の
橋
頭
堡
を
築
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
日
本
軍
は
夜
襲
を
敢
行
し
ま
し
た
が
、

夜
明
け
と
共
に
約
千
二
百
人
の
戦
死
者
を
残
し
て
撃
退
さ

れ
ま
し
た
。
二
十
五
日
は
、
ラ
ソ
ー
山
に
守
備
し
て
い
た

歩
兵
第
五
十
連
隊
の
戦
闘
指
揮
所
が
最
前
線
と
な
る
な
ど

の
激
戦
で
し
た
。
こ
の
日
の
夜
、
緒
方
連
隊
長
は
再
び
夜

襲
を
計
画
し
ま
し
た
が
、
日
本
軍
の
損
害
は
著
し
く
、
各

部
隊
へ
の
通
信
も
途
絶
し
た
た
め
、
夜
襲
攻
撃
を
断
念
せ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
す
。 

二
十
六
日
、
反
撃
態
勢
を
整
え
る
た
め
連
隊
本
部
は
マ

ル
ポ
の
洞
窟
に
移
動
し
ま
し
た
。
し
か
し
米
軍
の
進
攻
は

止
ま
る
こ
と
な
く
、
翌
二
十
七
日
、
連
隊
本
部
は
さ
ら
に

南
の
カ
ロ
ナ
ス
台
地
へ
後
退
し
、
邦
人
た
ち
も
続
々
と
南

下
し
ま
し
た
。 

二
十
九
日
、
米
軍
は
戦
車
を
先
頭
に
し
て
テ
ニ
ア
ン
島

唯
一
の
水
源
地
、
マ
ル
ポ
に
侵
入
し
ま
し
た
。
三
十
日
に

は
第
三
飛
行
場
も
占
領
さ
れ
、
テ
ニ
ア
ン
島
の
飛
行
場
す

べ
て
が
米
軍
の
手
に
帰
し
ま
し
た
。
米
軍
の
砲
爆
撃
に
よ

っ
て
廃
虚
と
な
っ
た
テ
ニ
ア
ン
町
も
こ
の
日
占
領
さ
れ
ま

し
た
。 

日
本
軍
は
翌
三
十
一
日
に
マ
ル
ポ
井
戸
及
び
第
三
飛
行

場
な
ど
で
反
撃
を
試
み
、
さ
ら
に
同
日
夜
か
ら
翌
日
八
月

一
日
に
か
け
て
夜
襲
を
し
か
け
た
の
で
す
が
、
こ
と
ご
と

く
撃
退
さ
れ
ま
し
た
。 

夜
が
明
け
る
と
米
軍
は
進
撃
を
開
始
、
と
う
と
う
カ
ロ

リ
ナ
ス
大
地
の
南
端
に
達
し
ま
し
た
。
米
上
陸
部
隊
の
指

揮
官
シ
ュ
ミ
ッ
ト
少
将
は
午
後
六
時
五
十
五
分
テ
ニ
ア
ン

島
占
領
を
宣
言
し
た
の
で
し
た
。
緒
方
連
隊
長
以
下
、
残

さ
れ
た
陸
海
軍
将
兵
は
八
月
三
日
、
残
存
部
隊
、
邦
人
の

義
勇
隊
な
ど
約
千
人
で
最
後
の
突
撃
を
実
施
し
、
緒
方
連

隊
長
以
下
司
令
官
、
参
謀
長
、
警
備
司
令
な
ど
次
々
と
戦

死
し
、
夜
明
け
と
共
に
日
本
軍
の
組
織
的
抵
抗
は
終
わ
っ

た
の
で
す
。 
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六
月
十
一
日
正
午
過
ぎ
、
一
哨
戒
機
が
「
米
機
動
部
隊

発
見
」
を
報
じ
た
後
、
消
息
を
断
ち
ま
し
た
。
そ
の
お
よ

そ
一
時
間
後
、
米
軍
は
、
今
度
は
上
陸
作
戦
の
た
め
の
空

襲
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
攻
撃
は
熾
烈
で
し
た
。
十

五
日
に
サ
イ
パ
ン
に
上
陸
し
、
増
援
部
隊
の
派
遣
は
こ
と

ご
と
く
失
敗
に
終
わ
り
、
テ
ニ
ア
ン
島
は
米
軍
の
艦
砲
射

撃
と
空
襲
に
さ
ら
さ
れ
、
さ
ら
に
サ
イ
パ
ン
水
道
を
挟
ん

だ
五
キ
ロ
対
岸
の
ア
ギ
ー
ガ
ン
岬
か
ら
も
砲
撃
を
受
け
ま

し
た
。 

米
軍
は
執
拗
に
テ
ニ
ア
ン
島
を
砲
撃
し
、
同
島
の
中
東

部
の
テ
ニ
ア
ン
町
（
ソ
ン
ソ
ン
）
は
灰
燼
に
帰
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
米
軍
の
砲
、
爆
撃
に
よ
っ
て
テ
ニ
ア
ン
島
の

航
空
機
は
こ
と
ご
と
く
、
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

角
田
司
令
長
官
に
は
も
は
や
指
揮
す
る
航
空
機
も
な
く
、

潜
水
艦
で
脱
出
す
る
に
も
海
上
は
米
軍
に
よ
っ
て
封
鎖
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
陸
戦
の
指
揮
は
歩
兵
第
五
十
連
隊
の
緒

方
敬
志
連
隊
長
に
委
ね
ら
れ
、
緒
方
連
隊
長
は
米
軍
の
上

陸
地
点
は
西
海
岸
の
テ
ニ
ア
ン
湾
正
面
か
東
海
岸
の
ア
シ

ー
ガ
湾
と
考
え
、
テ
ニ
ア
ン
島
を
三
地
区
に
分
け
、
ア
シ

ー
ガ
湾
を
含
む
北
地
区
に
は
歩
兵
第
五
十
連
隊
第
二
大
隊

を
、
北
西
海
岸
を
含
む
西
地
区
に
は
第
一
大
隊
の
一
個
中

隊
を
、
ラ
ソ
ー
山
以
南
地
区
に
は
第
三
大
隊
を
そ
れ
ぞ
れ

配
置
し
、
連
隊
本
部
を
日
の
出
神
社
に
置
き
ま
し
た
。 

さ
ら
に
連
隊
の
第
一
大
隊
及
び
砲
兵
大
隊
を
ラ
ソ
ー
山

に
、
歩
兵
第
一
三
五
連
隊
第
一
大
隊
、
歩
兵
第
十
八
連
隊

戦
車
中
隊
を
マ
ル
ポ
付
近
に
配
置
し
、
島
の
ど
こ
に
米
軍

が
上
陸
し
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
布
陣
し
て
い
ま
し
た
。 

七
月
二
十
四
日
、
テ
ニ
ア
ン
湾
に
米
第
二
海
兵
師
団
を

乗
せ
た
上
陸
用
舟
艇
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。
日
本
軍
は
歩

兵
第
十
八
連
隊
、
戦
車
中
隊
な
ど
予
備
軍
と
し
て
い
た
部

隊
を
増
援
に
向
わ
せ
迎
撃
準
備
を
整
え
ま
し
た
。 

米
軍
は
午
前
六
時
過
ぎ
か
ら
二
度
に
わ
た
っ
て
海
岸
上

陸
を
目
指
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
都
度
日
本
軍
の
攻
撃
に

阻
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
軍
将
兵
や
邦
人
た
ち
に
は
米
軍
が

撃
退
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
た
の
で
し
た
が
、
こ
の
間
第
一

飛
行
場
近
く
の
北
西
海
岸
に
は
米
軍
の
第
四
海
兵
師
団
が

殺
到
し
て
い
た
の
で
す
。
テ
ニ
ア
ン
湾
へ
の
上
陸
企
図
は

米
軍
の
陽
動
作
戦
だ
っ
た
の
で
す
。 
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と
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こ
の
日
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領
さ
れ
ま

し
た
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日
本
軍
は
翌
三
十
一
日
に
マ
ル
ポ
井
戸
及
び
第
三
飛
行

場
な
ど
で
反
撃
を
試
み
、
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ら
に
同
日
夜
か
ら
翌
日
八
月

一
日
に
か
け
て
夜
襲
を
し
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け
た
の
で
す
が
、
こ
と
ご
と

く
撃
退
さ
れ
ま
し
た
。 

夜
が
明
け
る
と
米
軍
は
進
撃
を
開
始
、
と
う
と
う
カ
ロ

リ
ナ
ス
大
地
の
南
端
に
達
し
ま
し
た
。
米
上
陸
部
隊
の
指

揮
官
シ
ュ
ミ
ッ
ト
少
将
は
午
後
六
時
五
十
五
分
テ
ニ
ア
ン

島
占
領
を
宣
言
し
た
の
で
し
た
。
緒
方
連
隊
長
以
下
、
残

さ
れ
た
陸
海
軍
将
兵
は
八
月
三
日
、
残
存
部
隊
、
邦
人
の

義
勇
隊
な
ど
約
千
人
で
最
後
の
突
撃
を
実
施
し
、
緒
方
連

隊
長
以
下
司
令
官
、
参
謀
長
、
警
備
司
令
な
ど
次
々
と
戦

死
し
、
夜
明
け
と
共
に
日
本
軍
の
組
織
的
抵
抗
は
終
わ
っ

た
の
で
す
。 
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こ
の
日
ま
で
日
本
軍
の
死
者
は
五
千
人
以
上
に
達
し
た

と
い
わ
れ
、
米
軍
の
死
傷
者
は
約
二
千
二
百
人
で
戦
死
者

は
「
三
百
八
十
九
人
」
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
生
き
残
っ

た
日
本
軍
の
敗
残
兵
た
ち
は
洞
窟
な
ど
に
拠よ

っ
て
、
終
戦

後
も
ゲ
リ
ラ
戦
を
続
け
て
い
ま
し
た
。 

一
方
邦
人
た
ち
は
南
洋
庁
、
南
洋
興
発
な
ど
で
、
そ
れ

ぞ
れ
警
防
団
を
組
織
し
て
、
米
軍
の
上
陸
す
る
前
か
ら
協

力
し
て
い
ま
し
た
。
邦
人
も
米
軍
の
進
攻
と
共
に
南
下
し
、

つ
い
に
カ
ロ
リ
ナ
ス
大
地
に
追
い
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。
テ

ニ
ア
ン
島
に
も
カ
ロ
リ
ナ
ス
大
地
の
東
に
「
ス
ー
サ
イ
ド

ク
リ
フ
」（
自
殺
の
崖
）
と
呼
ば
れ
る
断
崖
が
あ
り
、
サ
イ

パ
ン
と
同
じ
く
断
崖
か
ら
身
を
投
じ
る
者
や
、
集
団
で
自

決
す
る
者
も
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
邦
人
の
犠
牲
者
は
お
よ
そ
三
千
五
百

人
に
の
ぼ
っ
た
の
で
し
た
。
サ
イ
パ
ン
、
グ
ア
ム
、
テ
ニ

ア
ン
を
占
領
し
た
米
軍
は
、
こ
の
三
つ
の
島
に
一
大
航
空

基
地
を
建
設
し
て
Ｂ
29

爆
撃
機
に
よ
る
、
日
本
本
土
空
襲

を
開
始
し
た
の
で
し
た
。 

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
、
テ
ニ
ア
ン
島
の
ハ
ゴ
イ
空
軍

基
地
（
旧
日
本
軍
の
第
一
飛
行
場
と
第
四
飛
行
場
）
か
ら

飛
び
立
っ
た
「
エ
ノ
ラ
ゲ
イ
」
は
午
前
八
時
十
五
分
に
広

島
の
街
に
原
子
爆
弾
を
投
下
し
た
の
で
す
。
更
に
は
長
崎

に
も
投
下
し
て
一
瞬
に
し
て
何
十
万
人
も
の
生
命
を
奪
い

ま
し
た
。
こ
の
爆
弾
に
、
大
き
く
戦
意
を
喪
失
し
た
日
本

は
、
つ
い
に
八
月
十
五
日
無
条
件
降
伏
と
な
っ
た
の
で
す
。 

洞
窟
等
で
生
き
延
び
た
者
た
ち
は
、
や
が
て
米
軍
の
捜

索
等
で
連
行
さ
れ
、
カ
ロ
リ
ス
大
地
の
収
容
所
に
集
め
ら

れ
て
武
装
解
除
さ
れ
捕
虜
生
活
に
入
り
ま
し
た
。 

南
方
の
気
候
は
暖
か
く
、
青
々
と
し
た
大
海
原
、
澄
み

切
っ
た
大
空
に
は
、
敵
機
の
攻
撃
は
な
く
、
先
日
ま
で
、

あ
の
爆
撃
音
、
艦
砲
射
撃
の
音
も
な
く
、
ま
る
で
夢
の
様

な
世
界
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
毎
日
の
仕
事
は
砲
撃

で
壊
滅
さ
れ
た
跡
片
付
け
等
の
使
役
で
し
た
。 

島
に
は
、
果
物
は
あ
り
ま
し
た
が
穀
物
は
ほ
と
ん
ど
で

き
ず
、
漁
獲
は
あ
る
と
し
て
も
余
り
経
済
価
値
は
な
い
島

で
し
た
。
約
四
カ
月
ぐ
ら
い
経
て
引
揚
船
で
懐
か
し
い
祖

国
へ
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

帰
国
後
は
ま
た
出
征
前
に
勤
め
て
い
た
商
店
の
外
交
販
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売
員
を
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

今
考
え
る
に
、
あ
の
よ
う
な
戦
争
の
苦
労
、
そ
し
て
六

十
有
年
の
平
和
な
尊
い
生
活
を
、
孫
や
末
代
ま
で
受
け
継

ぎ
、
語
り
継
い
で
も
ら
い
た
い
と
祈
念
す
る
も
の
で
す
。

じ
っ
と
眼
を
閉
じ
る
と
瞼
に
浮
か
ん
で
来
る
の
は
、
あ
の

時
空
爆
や
砲
撃
で
、
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
戦
友
の
姿
で
す
。

亡
き
英
霊
に
合
掌
す
る
ば
か
り
で
す
。 

   

 

松
本
、
満
州
、
ト
ラ
ッ
ク
島
戦
記 

長
野
県 

 

中 

塚 

光 
晴 

 
 

 

私
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
三
月
十
日
、
長
野
県

下
伊
那
郡
高
森
町
の
農
家
の
後
継
ぎ
と
し
て
生
を
享
け
ま

し
た
。
小
学
校
高
等
科
卒
業
後
、
青
年
学
校
で
の
厳
し
い

軍
事
教
練
の
習
得
に
努
め
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
後
の
軍

隊
生
活
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

徴
兵
検
査
で
は
連
隊
区
司
令
官
よ
り
甲
種
合
格
を
申
し

渡
さ
れ
、
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
一
月
十
日
、
長
野

県
松
本
の
東
部
第
五
十
部
隊
に
入
隊
い
た
し
ま
し
た
。
そ

し
て
土
屋
隊
に
所
属
し
て
初
年
兵
と
し
て
の
基
礎
教
育
を

受
け
た
次
第
で
す
。 

同
年
三
月
十
五
日
前
後
で
す
が
、
夜
間
に
松
本
駅
よ
り

列
車
で
出
発
、
中
央
線
を
経
由
し
て
下
関
に
向
か
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
乗
船
、
春
三
月
と
は
い
え
玄
界
灘
は
大
荒
れ

に
荒
れ
て
、
釜
山
港
に
上
陸
す
る
ま
で
は
苦
し
い
思
い
の

連
続
で
し
た
。 
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こ
の
日
ま
で
日
本
軍
の
死
者
は
五
千
人
以
上
に
達
し
た

と
い
わ
れ
、
米
軍
の
死
傷
者
は
約
二
千
二
百
人
で
戦
死
者

は
「
三
百
八
十
九
人
」
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
生
き
残
っ

た
日
本
軍
の
敗
残
兵
た
ち
は
洞
窟
な
ど
に
拠よ

っ
て
、
終
戦

後
も
ゲ
リ
ラ
戦
を
続
け
て
い
ま
し
た
。 

一
方
邦
人
た
ち
は
南
洋
庁
、
南
洋
興
発
な
ど
で
、
そ
れ

ぞ
れ
警
防
団
を
組
織
し
て
、
米
軍
の
上
陸
す
る
前
か
ら
協

力
し
て
い
ま
し
た
。
邦
人
も
米
軍
の
進
攻
と
共
に
南
下
し
、

つ
い
に
カ
ロ
リ
ナ
ス
大
地
に
追
い
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。
テ

ニ
ア
ン
島
に
も
カ
ロ
リ
ナ
ス
大
地
の
東
に
「
ス
ー
サ
イ
ド

ク
リ
フ
」（
自
殺
の
崖
）
と
呼
ば
れ
る
断
崖
が
あ
り
、
サ
イ

パ
ン
と
同
じ
く
断
崖
か
ら
身
を
投
じ
る
者
や
、
集
団
で
自

決
す
る
者
も
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
邦
人
の
犠
牲
者
は
お
よ
そ
三
千
五
百

人
に
の
ぼ
っ
た
の
で
し
た
。
サ
イ
パ
ン
、
グ
ア
ム
、
テ
ニ

ア
ン
を
占
領
し
た
米
軍
は
、
こ
の
三
つ
の
島
に
一
大
航
空

基
地
を
建
設
し
て
Ｂ
29

爆
撃
機
に
よ
る
、
日
本
本
土
空
襲

を
開
始
し
た
の
で
し
た
。 

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
、
テ
ニ
ア
ン
島
の
ハ
ゴ
イ
空
軍

基
地
（
旧
日
本
軍
の
第
一
飛
行
場
と
第
四
飛
行
場
）
か
ら

飛
び
立
っ
た
「
エ
ノ
ラ
ゲ
イ
」
は
午
前
八
時
十
五
分
に
広

島
の
街
に
原
子
爆
弾
を
投
下
し
た
の
で
す
。
更
に
は
長
崎

に
も
投
下
し
て
一
瞬
に
し
て
何
十
万
人
も
の
生
命
を
奪
い

ま
し
た
。
こ
の
爆
弾
に
、
大
き
く
戦
意
を
喪
失
し
た
日
本

は
、
つ
い
に
八
月
十
五
日
無
条
件
降
伏
と
な
っ
た
の
で
す
。 

洞
窟
等
で
生
き
延
び
た
者
た
ち
は
、
や
が
て
米
軍
の
捜

索
等
で
連
行
さ
れ
、
カ
ロ
リ
ス
大
地
の
収
容
所
に
集
め
ら

れ
て
武
装
解
除
さ
れ
捕
虜
生
活
に
入
り
ま
し
た
。 

南
方
の
気
候
は
暖
か
く
、
青
々
と
し
た
大
海
原
、
澄
み

切
っ
た
大
空
に
は
、
敵
機
の
攻
撃
は
な
く
、
先
日
ま
で
、

あ
の
爆
撃
音
、
艦
砲
射
撃
の
音
も
な
く
、
ま
る
で
夢
の
様

な
世
界
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
毎
日
の
仕
事
は
砲
撃

で
壊
滅
さ
れ
た
跡
片
付
け
等
の
使
役
で
し
た
。 

島
に
は
、
果
物
は
あ
り
ま
し
た
が
穀
物
は
ほ
と
ん
ど
で

き
ず
、
漁
獲
は
あ
る
と
し
て
も
余
り
経
済
価
値
は
な
い
島

で
し
た
。
約
四
カ
月
ぐ
ら
い
経
て
引
揚
船
で
懐
か
し
い
祖

国
へ
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

帰
国
後
は
ま
た
出
征
前
に
勤
め
て
い
た
商
店
の
外
交
販
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売
員
を
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

今
考
え
る
に
、
あ
の
よ
う
な
戦
争
の
苦
労
、
そ
し
て
六

十
有
年
の
平
和
な
尊
い
生
活
を
、
孫
や
末
代
ま
で
受
け
継

ぎ
、
語
り
継
い
で
も
ら
い
た
い
と
祈
念
す
る
も
の
で
す
。

じ
っ
と
眼
を
閉
じ
る
と
瞼
に
浮
か
ん
で
来
る
の
は
、
あ
の

時
空
爆
や
砲
撃
で
、
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
戦
友
の
姿
で
す
。

亡
き
英
霊
に
合
掌
す
る
ば
か
り
で
す
。 

   

 

松
本
、
満
州
、
ト
ラ
ッ
ク
島
戦
記 

長
野
県 

 

中 

塚 

光 

晴 
 

 

 

私
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
三
月
十
日
、
長
野
県

下
伊
那
郡
高
森
町
の
農
家
の
後
継
ぎ
と
し
て
生
を
享
け
ま

し
た
。
小
学
校
高
等
科
卒
業
後
、
青
年
学
校
で
の
厳
し
い

軍
事
教
練
の
習
得
に
努
め
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
後
の
軍

隊
生
活
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

徴
兵
検
査
で
は
連
隊
区
司
令
官
よ
り
甲
種
合
格
を
申
し

渡
さ
れ
、
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
一
月
十
日
、
長
野

県
松
本
の
東
部
第
五
十
部
隊
に
入
隊
い
た
し
ま
し
た
。
そ

し
て
土
屋
隊
に
所
属
し
て
初
年
兵
と
し
て
の
基
礎
教
育
を

受
け
た
次
第
で
す
。 

同
年
三
月
十
五
日
前
後
で
す
が
、
夜
間
に
松
本
駅
よ
り

列
車
で
出
発
、
中
央
線
を
経
由
し
て
下
関
に
向
か
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
乗
船
、
春
三
月
と
は
い
え
玄
界
灘
は
大
荒
れ

に
荒
れ
て
、
釜
山
港
に
上
陸
す
る
ま
で
は
苦
し
い
思
い
の

連
続
で
し
た
。 




